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Architectural Characteristics of Syogon-ji in Yatsushiro-shi 
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A purpose of this paper is to clarify the architectural characteristics of Syogon-ji temple in Yatsushiro-shi. It is a Jyodo sect 
temple of the Edo era. 
There are many traces of repair in the current main hall. As a result of having compared the current main hall with the old 
drawing of 1795 while considering them, it was revealed that the current main hall and the drawing were the same buildings.  
Then the roof is shikoro form and these depth is 6ken. From this, it was built according to a law established in 1668 (kanbun8). 
The plan is a prototype of the main hall of the Jyodo sect, but there are the inherent characteristics. They are asymmetry, the 
vague border of the inner sanctum (Naijin) and the unity of the inner sanctum (Naijin) and the outer chamber (Gejin) . We 
considered that the reason of the latter was influence of the Jishu sect. 
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図2 八代町 荘厳寺絵図 
（『永青文庫叢書 細川家文書 絵図・地図・指図編Ⅰ』所蔵）
 
写真 1 南西からの外観（平成 25 年 12 月 11 日撮影） 
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図 3 荘厳寺 現状実測平面図 
 
 
図 4 正面中央間の広縁    写真 4 入側縁の欄間 
  （平成 25年 9月 10日撮影）
 
 
写真 2 海老虹梁の痕跡    写真 3 腰貫の痕跡 
（平成 25 年 9 月 10 日撮影）  （平成 25 年 9月 10 日撮影）
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内陣上段が，外陣中央間に，正面から 2 間目と 3 間目の
柱の間まで張り出している．段差は 143mm で上段側面全体
に浄土宗の特徴である結界が巡り，正面には結界の痕跡だ




写真 9 脇陣境の痕跡     図 7 左脇陣境 
（平成 25 年 9 月 10 日撮影）  
 
 
   
写真 7 位牌間の貫の痕跡 写真 8 左の脇外陣・脇陣 
（平成 25 年 9 月 10 日撮影） （平成 25 年 9月 10 日撮影）
 
図 5 入側縁    写真 5 外陣中央間の長押 
 （平成 25 年 9月 10 日撮影）
 
 
写真 6 位牌壇の三ッ笹紋   図 6 位牌壇の前柱 




写真 10 右の脇陣・脇外陣     写真 11 内陣境 
（平成 25 年 9 月 10 日撮影）  （平成 25 年 9月 10 日撮影）
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柱間寸法の算出にあたり 1 尺を 303 ㎜で計算する． 
桁行の柱間寸法は，脇外陣が芯々で 2028～2078mm で 6.7
～6.9 尺であった．脇外陣を通して見て内法で判断すると，
左脇は内法で 1間 1961 ㎜（6.5 尺），右脇は内法で 1間 1953
㎜（6.4 尺）であった．中央は芯々で 5988 ㎜，これを畳枚
数から 3 で割ると 1996 ㎜（6.6 尺）であった．中央を内法
で判断すると，1間 1922 ㎜（6.3 尺）であった． 
梁間では，入側縁は芯々で 2171 ㎜（7.2 尺），内法で 1953
㎜（6.4 尺）であった．外陣は芯々で 2511～2514 ㎜であっ
たが，畳枚数相当の 2.5 で割ると 1 間 6.6 尺であった。内
法では 1間 1921 ㎜（6.3 尺）であった，内陣は芯々で 1979

















写真 12 結界      図 8 上段の位置 




写真 13 来迎壁のカーブ    写真 14 来迎柱 
（平成 25 年 9 月 10 日撮影） （平成 25 年 9月 10 日撮影）
   
写真 15 玄関の間の痕跡  図 9 玄関の間の痕跡 
（平成 25 年 9 月 10 日撮影） のある柱 
 
 
写真 16 座敷の座敷飾り  写真 17 次の間の下地窓
（平成 25 年 12 月 11 日撮影）（平成 25 年 12 月 11 日撮影）
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（平成 26 年 9 月 25 日受付） 
（平成 26 年 12 月 3 日受理） 
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書 絵図･地図･指図編Ⅰ, 吉川弘文館, 2011, p.153. 















 Research Reports of  NIT, Kumamoto College. Vol.6（2014）
八代市の近世浄土宗寺院・荘厳寺の建築的特徴（森山学）
荘厳寺の建築的特徴（森山学） 
Research Reports of NIT, Kumamoto College. Vol. 6 (2014) 























（１５）現住職へのヒアリング調査（平成 25 年 12 月 11 日）． 
（１５）時宗で「南無阿弥陀仏」と書かれた念仏札を配ること． 







（２１） 現住職へのヒアリング調査（平成 25 年 12 月 11 日）．
また『肥後國誌』下巻(p.275)には「寺内ニ天満宮アリ」と
記されている． 









                                                                                                          
 「一梁行京間三間を限へし， 
    但，桁行は心次第たるへし， 
  一佛壇つのや京間三間四方を限へし， 
  一四方しころ庇京間壹間半を限へし， 
  一小棟作たるへし， 
  一ひち木作より上の結構無用たるへし， 
  右，堂舎客殿方丈庫裏其他何ニても，此定より梁間ひ
ろく作へからす，若ひろく可作之子細於有之は，寺社奉行
所え申伺之，可任差図候以上」 
（２６）寛文八年令の内容と実際の適応例については，光井
渉：前掲書に詳しいが，実質，全体で 6 間を守る限り，内
部の間取りの変更は黙認する，といった当時の状況につい
ては，pp.134-140 を参照． 
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